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でさえ。彼の能力、性格や好み、祖先の人種や職業に関係なく。」（John Watson, Psychological Care 

























































































































































































































“I Get a Kick Out of You”の歌詞の一つは、「私はコカインからは全く快感を得られない」だった。
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し、社会的圧力によって現代の育児を非常にストレスの多いものにするしかない状況を幾分かは
緩和している。 
要約すると、現代のアメリカ社会では、もはや子ども期は、子ども自らの学習課題やニーズ、
責任を果たす人生の一段階としては認められていない。今日子どもは、人生の栄枯盛衰に対処で
きる能力をもつものと見なされ、それゆえ保護や特別な考慮の必要などないと考えられている。
そのために、子どもたちに子ども期の特別な楽しみを十分に与え、その時期特有の痛みも感じて
欲しいと願っている親や祖父母の取り組みは非常に難しくなっている。一般に健全な子育てとみ
なされているものに対する社会的支援はほとんど見られないのが現状だ。 
